
〇 〇 〇 〇
警 管 政 政
備 理 治 治

平 業 職 団 団
成 法 員 体 体
十 道 の 道 等 道 の の
三 警 規 公 の 人 届 収
年 察 定 安 範 事 出 支
五 本 に 委 囲 委 事 報

北 海

〇 〇 〇 〇
政 特 特 公
治 定 定 募
資 調 調 型
金 達 達 プ
規 道 契 道 契 道 ロ 公
正 選 約 立 約 立 ポ
法 挙 に 図 に 教 ー
第 管 係 書 係 育 ザ

道 公 報

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
過 公 農 知 土 土 道
疎 有 林 事 地 地 営
地 水 水 権 改 改 土
域 面 産 限 良 良 地
活 の 大 に 事 事 改
性 埋 臣 係 業 業 良
化 立 権 る の の 事
特 て 限 保 工 施 業

第

〇 〇 〇 〇 〇
土 平 結 特 一
地 成 核 定 般
改 十 予 調 競
良 三 防 達 争
区 年 法 契 入 告
の 度 に 約 札
役 地 よ に （
員 籍 る 係 物

号

毎
週
火
・
金
曜

月 部 基 員 を 員 項 告
八 告 づ 会 定 会 の 書
日 示 く 告 め 規 異 の

講 示 る 則 動 要
習 規 届 旨
の 則 出 の
実 の の 公

火 施 一 一 表
部 部 の

曜 を 訂 一
改 正 部

日 正 訂
す 正

十 理 る 館 る 研 ル 告
七 委 落 告 落 究 の
条 員 札 示 札 所 実
第 会 者 者 告 施
二 告 等 等 示
項 示 の の
適 公 公
用 示 示
団
体

別 に に 安 事 行 変
措 関 係 林 の の 更
置 す る の 完 同 計
法 る 保 指 了 意 画
に 工 安 定 の の
よ 事 林 届 決（
る の の 二 出 定
市 し 指 件
町 ゅ 定 ）
村 ん の
公 功 解
共 認 除
下 可 の

の 調 医 る 品 示 目
退 査 療 入 の
任 事 担 札 賃
の 業 当 の 借
届 計 機 公 ）
出 画 関 告 の
の の 実
決 指 施
定 定

次

日
発
行

る
規
則

（
地
域
政
策
課

水 予
道 定
の
代
行
事
業 （ （ （
の 土 土 土（

公 完 地 地 地
園 了 改 改 改
下 良 良 良（ （ （
水 河 治 治 指 指 指
道 川 山 山 導 導 導
課 課 課 課 課 課 課

土 道
地 立（ （ （
改 農 保 病 情
良 地 健 院 報
指 調 予 管 政
導 整 防 理 策 発行
課 課 課 室 課

北 海 道
（総務部法制文書課）

六 六 六 六
五 四 四 二

式を

達学達

調光調納契

る字る

す文す入約 を

）

五 五 五 五
六 六 五 四

１ 北

次 海

の平入 道

と成 告札

お 示

り年に 第

一５付

般月

） ） ） ） ） ） ）

五 五 五 五 五 五 五
四 三 二 二 一 一 一

三 二
３ ２ １

こ 施 の 内
の 行 そ 廃 に 知 容
規 期 の 止 つ 事
則 日 他 さ い 部

） ） ） ） ）
電話

ペ
五 五 五 四 四 ー
一 〇 〇 八 七 ジ 印刷

一 ◇ る
改 四 管 規
め 北 趣 〇 理 程
る 海 旨 ） 職
こ 道 員
と 行 等

－ －
（内線 ）
－ －

富士プリント

〇 〇
北 パ
海 ー
道 キ
情 ン
報 留 グ
公 萌 ・
装借

貸取貸期期 賃読賃
等

品及品

物置物日間

借

る

の周の平平のす

等び

囲こ

名辺仕成成範

称機様

６でが

及器等年年内と
平り

数月月、有

び等６

す
量入１１

競８ 号

札項

入事

争日る

告

下
以

い
と

」
札
入

は 規 れ て 局
、 定 た 、 の
公 の 職 管 本
布 整 に 理 庁
の 備 つ 職 及
日 を い 員 び
か 行 て 等 出
ら う 、 に 先
施 こ 管 指 機
行 と 理 定 関
す と 職 す 並
る し 員 る び
こ た 等 こ に

と 政 の
す 組 範
る 織 囲
た 規 を
め 則 定
、 及 め
こ び る
の 北 規
規 海 則
則 道 の
を 教 一
制 育 部
定 庁 を

公

布

さ

れ

た

規

開 海 チ
条 区 ケ
例 漁 ッ
の 業 ト
施 調 発
行 整 給
に 委 設
関 員 備
す 会 の
る 公 手
留 告 数
萌 料
海 の

る

１札日日成得

組説か

明金ら年。

月及成月

１書）平５

当び

月限

り求３を

た要年日

の仕

四 度 単様

七

で該

）にま当

価書日に

実
を

）
。
う

る。契

よ

示

堀
事

知

。道

る海

す北

施

と 。 か と 教
と ら と 育
し 外 し 庁
た す た の
。 こ 。 本

と 庁
と に
し 置
た か
。 れ

た
職
の
う

す 組 改
る 織 正
こ 規 す
と 則 る
と の 規
し 改 則
た 正 （
。 に 北
伴 海
い 道
、 人
管 事
理 委
職 員

則

の

あ

ら

ま

し

区 徴
漁 収
業 事
調 務
整 の
委 委
員 託
会
規
程
の
一
部
を

延
、を
し間

だ期

。た約

也
達

算長
予

ち
該
当
す
る
も

員 会
等 規
の 則
範 一
囲 四
を 六

六

改
正
す

六
五

公

布

さ

れ

た

規

則

の

あ

ら

ま

し

公

布

さ

れ

た

規

則

の

あ

ら

ま

し



６７

入開開札札札交

入入入

札札札付 証証明

保保説
場 びび交

及及の

金金書

契契付 日場日

北 海

４５

審約海海札入

契北北入

を項札総行

査条道道執

示市企場

行を幌合の札

央部及場 たす中画所

っ
と場

道 公 報

者かアイウ

はの
ア査請 の、審申申申 条
ら申類 のかの書 請請 ５
まを提 のウ請の ２のの

第

３

平道障当と件こ

次こ条
一
の い成が害該。付

の

行発物入 ず

時に競
札 れ年う生品般

も海名等関争
は に北指

該道競にし入
、

号

２

納札
入

平に

成
入参

十加
三す
年場る
五

所時保保関所

約約に

者

事北北

金金る

証証す

時

は

道道

成にに、項海海

平
同同免

。す幌合

年じじ除札総

。中画

月る市企

５。

区情

日央部

は北報日所

き所区情び
課北北

審条策

、３政時
道道

話結６海海

電査西

幌別

号を目札庁

番果丁

申
請市館

に央階

－者中９

通区共

法先 定でし出 規時方

－

るめれ よ定け ににな期

便海 条るば平申け郵北

書ば番道 件
とな成請れ

こら

合 一
ろな年類な号総 付
にい５のら

企 般よ。月提な

部 争
り８出い－画 競
、日先。

情 入２かの

要参
方 当告争、、札

地

第札や求加
自 す示入速
にか仕資
治 る

法 こ

対書の施 と号関な様格
令 規る応に審行 。にす
定指が記査

和 るをれの昭 す名と載

物停る要

品止者件

政 のさで等年

月に

八所必

日

道
海）格

北目資
な

要

火

合
総

曜

画
企

日

条策

）３政

月北報 情
部

丁

前６

午西課

知北用
時目

す３会

る条議

内。西室
目
丁 線７

－

示北政 で
のら指報 札

よ道課 る
及日に海策 あ

でり札 の
びま

中 入
掲成市 、
に作幌 で

資申区 に
るた央 札
げし

条 し
を書３ 加
格請北 参

賃れあを

すを西 よ
有類

借いこた第 貸てる満令

のなとし

以

格こい。

資い。て号

すと

有。こ下

をとる

と

と明」

こ証令

るを政

課
策

政
報

たい

。し

協

３
北

区
央

中
市

幌
札

北

次な定 海

のおの平 道

と、適成 告 詳

おこ用 示 細

りのを年 第

、一入受５

は
入般札け月

名所の

者員る契こ

アイ

札

あ一とに入

でのこ約

６ う

かにすの

る部。関

どし目 す
か出丁 と
る提

るうな

落

に入るた業分

号アイ
札

者 掲札落額金の
で 札 げ金を額

者

算をと に あ 決 る額加）

る第

あ）

で。

者う
入等

９
落北項契要そ

１格

道札 規月

札約 海の１開

にた の作

財の 定当 者書

８
丁

６
西

条

よりの 務時 に 付び 等及
便 交便

郵郵
報
電

競にる８ 号

調

明入る

説争係。日

札
に達

書札

る下、

よ以は

。

入
と月

」４
札年

い

は

申税事行

を免る執 在

公

出業を称地、

し事務

郵電す

こが当開

る者担

るる海便話る

といす北
号号

たと組道番番。

。
しはの合

だき織総

、、名企

な 相 る 定

落共称画－－

たっっ 当 か に 札にしも

びる金てた す 免 当 及係

事 っ こ消額落者 る 税 た

額 業 て の費札は 金

格落 を 者 は 公税当価、

び金と札 入 で 、 告及該
札 定地額す決 札 あ 入 に

に か 書 め方にる定 書 る
で速 記 を に る消１の後

税未、や 載 問 記 入費円

りの

決成 規に

す わ 載 札
い 定単 定の 則お

た）否他

昭て め価 方要

２ 予を

和、 法

格て

北規 価っ

年に 定も

道す 入

海定

則資 月
規る １札

を た効

第格 当有

法札入
る 入
よ る 方に

よ
認

は
札

付
交

で。

所い

場な

のめ

実シ
をケ

）ラ
。マ

う日
成道

る作海

すで北

施ュ
府
政堀

た
れ事

さ知

。

札同及部

－ 者企び情

が業所報

共体在政北
内 企費課道

同消地策海

体等幌線 業税札

の免市

場税中－

合事央

か
っ申３

あ者北

で業区

る ず さ に満入
に消 こ 、 れ 関以の札に

る数参費 と 見 た す下端

。 積 金
あす等

も 額 条消が加税

当 に税るるの

っ に 件費

は税 １ 該 違等と者課

た

しとは、事 月 金 反」き

者 た の たい、消業 当 額

入うそ費り 札。の税で

は）端等あ 分の

単札

。し の入

号有 りな

者 ）限

下い 価に

以な

限） 務し 制。 財の のる

」札 範た 則入 のし 規た

で落 い財 内を と、 囲者

。
る

す

あ札 う務

四
八

出条

る
す也

関
に達

達
調

の提丁

そを６

、書西

て 数にる の契

成す
構出目

金 無取を係か ５約 、の

課税 相額 効扱切る免 に

す捨税事 当の といり

業 るすて事

第てと則 ）っ者 。規
。

最す第

低る

第価各

の。条 条



６

入入開開
入

平 札

成

札札札札十 保三
年

証 場日場日五

北 海

４５

約 審海話札

ウ契北電入

を札号行

条 申査道番執

書行幌の 項 請

場 を 類っ市

及 す

のた中－所 示

提と央

道 公 報

３

者かアイ 条

はの

ス付、審申申 条 シ件こ

請請 ５ 入 テ一ア査 の の

に競ら申 の 札 ム般かを

の 、 障争ウ請 ２のの は

害入まし

第

２

納納札の平道国国

入次

行立は

にい成が公又

参ず

院方

加れ年う病地 入入
るも海名に自

すに北指

者該道競対治 期場

号

１

を に達営達

札調経調

入
するシる

す理す 付
を管

定テ定 る特ス特

月
八 所時所時金

日

海議福成にに

北会健平
同同 道室祉

火 札部年じじ

幌郵道６。。

曜 市送立月

中に病

日

区る管

央よ院日

び 場

先は所北日 － 出き区

時 、３

結６内 け北北査西

審条

ば道道果丁線 れ海海

な札保を目

ら幌健申－

な市福請北

。央部に道

い中祉者海

でな 規時方 地

区道通保

発参にけ期法 定 方 が札

めば よ 治 生加定れ に 自

た格るな平申 る 法 し資

件 行 場のとら成請 条 施

書 令 合審こな

一

、査ろい年類 付
よ月提 般 昭 迅に。５の

なり８出 競 和 速
サ、日先 争

争し体

政 ポ２かの 入 年

所必す示入てに

に当告
に事し

要る第札医対

日

なこ

計務

平道資と号関会財

規るシ会

成立格。にす

病

す名テシ

年院定指ス計
等テ

月理るをムス

３管
室情停
シさ納の

日及報止のム

等

項務及務

役ム役 事

び

会様

名務仕

の財の

等び
説

ム札
テ入

ス
シ

計等

称

合室前

北場理午

築明
構

３
条は）

６郵
西、時

北よ

号に

目番送

丁便郵
る 海

合

道－場

本

は 庁

３病す福

北立知健

舎必

理道

西管。部

条院る祉
室
理
管
院

目病

丁室立

６

６示 で 令 ーのら指 札

体及月に あ 第 ト

よ る 制び

日り の 号

成 、 以

整にま作 で 。

が

た 札

さげし 入 下

備掲で

れる

い格請 参 令

て資申 に 政

こ有類 し と

るを書 加 」

北スれ入納
とすを よ い

道ムい績実

海テて実入

江開いあが

立のなが績

病のとこる

差発こるあ
。

ほ格。と

院資。とこ

書

こ

院る

病す

８有

かを

仕
務本

業基
託び

委及
の

）

６北着

。
る
よ
に
書
様

号保
２道
階海

名所約本

部契契日

アイ

税関手及

免にの語

に約
業す続び

落か

入たをるをる

アイ

免札札を

札落金もか入

額て税書者申

札 金額っ

決

提 うう

等当落事にとし

どし す ）

か出 と 。

。る

第るうな

９
と 年

す契要そ号

。掲 第約 海る開に 条 北

る 作 項 規のげ 書 １ 道札

７８

。
と

入 のの 則時

こ札交交効

和と入落有
札

付 北に明入 者 年ろ説な

道るのを

海よ書札 の 付

保

にを
下札 札金

入以証入
保

るに日 在 加付
証 消 参納

通

い務い国

が事お本

者

用

と担使貨

るを称地て
話る

はす北北電す

き当
共組道道番言

、る海海

の健幌及

同織保札号語

企

び 業名福市

記な出

定

体称祉中－通

価者載っる

に に該札業

る額格ですたこ

当 係金

。

っ 消にとある者と

た

と、た

て 費１するこは

のを。落だ

は 税円るか

入 の満で問札し

、 等未

ず定落

札 取の、わ決、

い数札、後札

書 扱端入
積やが

記がに見速者

に

お札 規成 第に

載あ参

定の

こ よ ）てび 要 に 号い及
２の り 第、 否他
に公 定

予 １定に た 第規告 め 条

資る 価 のるめ 定 項す定

し
決

を札 の 定格入 格 規

方

則付た 定 場方 規。交
関所法法の

第に者
、

。るち

号すう

下項海海の北

以事北北
道道場海

務幌健で病

財札保所道

則中祉付事

規市福交院

納 等 よる
の 税 しす

金 費
す。
の と とと

付 」 うこ
） は

、 。 者

除 う る

免 い

法 額 の

方 当 そ

付 相 、

納

貨

は 含 の

等 を 者

消及部央

税所立北－ 費び道区

等在病３
理６内 税管西

免地院条

業室丁線 事
者目

四 申－

九 出
同

さる加もか共
提
を

書

きるた消企

れとすっに

約税体

金は者契費業

た

場

にそ、金のの

額、は
端費の税合

当の消額課
業で 該
金数税

者あ

の の額にでっ 分 額金等
を係あて
る、 切る

有に 制 に

り課にかそ 分

範 そなす の りし関 限 よ

の件 内 例者条 囲 のいる

低 るた違 最 よしに で に

、た 価 と札し の こ入反

あ れ務札 で さ財入 格 と

区道るの

」央部す業

は

う３病務

い北立。財

と

理す

）西管関

。条院に

丁室る

第６
目特

定 らを か例 条

め

） も

政 。 積

、 む 見

条る

た

第 の っ

令

契
に
額７ ５
金の の

約条 分

及

る
税海 す

費北 当
消び 相

の の

。
と
こ

る
す

出

及道

て事当税構 ５
捨税相免

る者員 加
た業す業成 を

あ一

額で金での 算
金者

財則、 る る規

し）あ額

効 務を第無 者

と 規落

規

。

第者各る
す 則札条

の
で則

ま
め和

定昭

る

の
方規 上

地務 以
び財 額

費入
消則

税札昭



幌豊小生

萌谷走

留宗網
清田

増小羽遠

北 海

美中

島志知川

渡後空上
富

戸鹿八蘭深沼

道 公 報

北

結支石 海

核 道

予庁 告

防名狩 示

法 第

昭調者札恵

和 号の 査

第

．．．

詳
細
は
、
入
札
説

号

こここ

平ののの

成公入入
十告札札
三の及の
年内び執
五

原

毛平幌別延富 容契行

紋

町町町町町町町町
水

塩里別

増留苫天天天斜

郡郡郡郡郡

毛萌前塩塩

小羽遠幌豊小生

郡郡郡

原

毛平幌別延富清田

増

一町町

町町町町町の水

中浜部字字

字字字字字

部雲越川田瑛良
舎小築

町町町町市町町町
野

井

川知

亀茅山磯深雨上空

市郡郡郡

田部越谷川竜

八蘭一沼美中

郡郡郡郡

井部雲越已田瑛富

戸鹿

花野

町町町町の町町良

地東園町

字字野字東字

を幌庭
汐鹿田川

第
律う称市市

法行名

年
第市市

）幌庭

号調札恵
白福

１川１

第区町

条石住

項北

明
書
に
よ
る
。

月は約は

八予は、

日

る

あ達す

で調開

定、公

、続。

り手

火

更停
変の

曜

る等
す止

日

平別央里泉安

と有
こが

字の

、、の、、、国

熊

部共下水一

湯字一字字

地

沢郷、栄沼上部

の本
字町字び区

及、北、及
野幌び

信富、東字及

び

の小

、町の延字

砂里浜

一水

沖丁一各清

字５各

、の

及及及部の

内目部

、及大一

首部生上区予

び区一び町部

町、及地

更栄

字宮東已字、

、字
田及の市新町

瀬浜野の

一及各西

来び各街の、
部、

、本部び一町

町字
各の町

弁の已北

字別一

３
、部地本

町一西、

才

に、

定部目

規一丁

のの

療緑

医、

、町

り生

よ相
町

さ吉

当住

担、

を査町

せ

。
る

得。
りる

有得
がり

汐大

字字字部

びびび一

各区区

の地地

和見成

平

町

町扇

泊、

字区町

部
一

中

、、

町町

館旭

字、

、

の

字町

、錦

町、

浜町

字
新

を、

関町

機京

る、
二

成町

業平恵

事栄

査、
町

、

計
画

の月町

次５区広

を年末

北

国 海 医函函医科

道 療土 館館療ク

告 機調 調調法リ

示査 剤剤人ニ

第

局局団ク

法 関薬薬社ッ

の

お成
と平
の
次

本本早

り

町一

見各

し月
定５
指年

一
各

の
町
木
原

字
び
及部

、

り町

お日漁

と８、
部

町
泉
び

。及

た町

め本

定
昭

区
地

名号

称店店内

和 通町坂
同早

法
年

館坂

第 函

律 開
設調

条
６

者局隆第

薬）

剤号

同同同同同同

。日
た８

同同同同同同同同同同

道定

海決

北付

調交同

域

の

成

堀平
ら

事か 査 知日

本２

市第

館３

所函同同
２の

通町通項

本本
２

に

目９目定

丁番丁規 在

号

り

番番よ

道
海

北

成
平

地号号、

五知

〇

堀
事

期

月

達３
年

也

間日

指平同同

度

定成年
地 年

籍 月

調 日
也

達



項 北

土の 海

規平 道

定成

地
告改

平 に 示良

成 よ年 第法

十 り５

三 昭、月

年 次８ 号和

五 の日

北 海

覧 北

土そに 海

地の供平

退平

道

改関す成

任成

告 年良係る 示

書。年 月第

川類５ 日

向は月

地、８ 号

理理区北日

道 公 報

次 北

土の 海

地と平

根

道

改お成 告

良り 示 室

法役年 第

員５

別昭の月

和退８ 号

任日

第

子

池豊足浦弟標鶴

路
釧

号

滝登音忠

振勝
胆十

月 年と

八 法お

日

地
第土

律り
改
）
良 号

火

業 第
事

曜 の
の
施 条

日

事海

に ２
行

支

事農走

監免網

・農道
）備

備に

別事整庁

の道
て

業い 原事置

氏若）え
土、 匡の

第が

町律出
法届

年の 海

あ
っ

裡郡。 ） 雪付た 号 字野
原別第

び字第 及町条 野海

屈

田頃寄幌茶居

項 及別

川チ阿

町町町町町町村

勝上上ャ寒

中中足十川

郡郡郡郡郡リ郡

川川寄

居

池豊足浦弟標地鶴

郡

屈町村

田頃寄幌子茶区

安字字町字字

町町町町

更類
大骨芽万サル久

字

紋登河広

町市町村

上別
音忠

郡市郡郡

別別東尾

町町町村

上内更類

滝札

同 第

尾一蘭明

字の鈴字

北。北 お
た に
し 項
意 ５

用

知知 準

道道 て

海海 い

平

第
法

同

堀堀 る
す

事事

改成

名二地
良

郡変月

川業５

住上事年

清更

北をら

町画か

水計日

２定

海

丁。、

６た間

条め日

雪字定 支び規 字及の び

道 り の原海 よ 裡豊北 に

部一事 清 一各知 、 各の

ワル著

改
地
土堀 町 部水

背、、ンラ呂

森、登年

、字

字負鷹字チン、

、

、内ッ字久

美、府静サ

呂

登来芽、プ旭著

加旅

昆び・原

の、登字及２

一津町布字５野

各大本

斜６字

部、、刈屈・、

節矢及路丁中

及長中石

、著

字及、びの目久

び
、

瀬部公和
高び平字各

木類

一び忠

の及字

牛園

上一元

字の字

、野、

部

部忠

び親

及公

野字

原、

滑類

達達

同厚乙同同

１

也也 第
条 般

目一

部
部

沢

同同

良

所地縦

番の

北

土事事厚同 海

地業平沢 道

改の成部 業 告

土 良工 示主 法事年地 第

体 の５改

ら也 か
区達 良

昭完月良

意成
同平同

、
年
月
日

部多、

島湧和チ一字呂

、雪

の里ネ和字

洞、プ

ヌ、

一がコ字裡

各見オ
のナ幌

及ペビ字

部丘ッ

字

栄一、、

共各イ呂

び

原

一士呂

各富幌

の部字

地部

町一

元各

字の

部町

鳥鳥

町町

内
幌
字
び

区及

拝山山 間の
木社美稲来

１１１見１１２

内山和

同同同同同同同

和了８名区 号

の日

町 律が
法出地鶉鶉

年届
っ名１２

第あ区町

た

害 第事災同 ）。 号

復

津 主別篠 業
事当新

条旧

名南
区
地川同

名町村

体 開根

茶温

標字

字、

、野

各ト

のア

向字

橋、

運内

及ヤ

部シ

一コ

五
一

の業
設

項施 の １用

第業

２農

知

に道
種 定海

規北）

の

維同

の
次堀

、類

り事

よ

ラ

同

類理
種管 の持 業

事

同同同同同

モ、

オカ

び

日
定
決

付
交同同同同同

同同同同同同

成
平
ら
か

同

了 お成

と完平同

り達年
月

土
地也

改日

月
３

年
日



定１ 北

森す 海

る平保 道

。成

林 庁

告安 法 経

示 済

年林 第

和 林５の

昭 部
務月所

８ 号

及日在 年 課

北 海

立村立次

アイウ

木木 主主森間の
おの

のの 伐伐林伐と次

備係り図 伐伐 はと整に

択て計ると」 採採 、し
伐伐画森す及 のの

道 公 報

平保指指

森す
定１２３

定 安 法。成

林る

定

月の 和５の施 昭年林

業 所

日目 在 年８

第

海
北

今同同同同同

示
告

道

金第
号 町

号

乙同同

平部 成
十
三
年町

五

平

第 古所

律 び場 法

町
に郡 第

場呂 ） 役常 号

備置

第

い字 ２

置町 の

え戸 条

林るび 方限

縦殖 ２

て拓

法よを定は度。

に採で

。るる次の

るすめ、次

おり

と準とお

こ標のと

き齢とは

で期り」

が伐
。略

立上る省

る以す、

件

律場要 法

はもし

木の

第所的
の 第

平い砂 ）古つ土 号

郡て
古次崩

防 ２

町図の の

平の壊 条

鈴

沖す １

字示備 第

大に

高 石石石岡

白住白白光

同同同基

２吉３５台台
進
促

備
整

盤

同同
月
八鳥富大

日

３１１
谷 山岡地

火

害
災同同

曜

旧
復

日

項

農

覧

の

供規・ に

定 す

・ り

。海１ よ

る北の に
、

）道
知

次
う・ 堀 よ１ のの 事

に

すの

当とそ

、の、

の 保

び

の及

木。面

立る図

該

を

市類

る書

す係

在関

所

分 の

町部 項

に海

村北

町

北・る に

２限 定

のに 規

。 よ海

次

知５、 、

道の） り

事・
、 の
よ堀の

う、 に
保以

］
備

整
盤

基

業

同同同同同同
）
道
農

１ 安

成
平同同

）
設

施
用

林

達

指上
也以 を

場保た解い
置

所安目て
図に

との覧

除 林的次縦

２

町支

市志

る後

係道

し

場保た解い解

置

所安目て除

との覧定

除 林的次縦予

し図に保

指に
也筆 を

３ 林

達上 安

法１ 北

農律 海

林第平 道

成解

庁

水 告 経

除 産 示 済

大年予 号 第

林臣５定 ） 部

第 務か月保

立村立次

アイウ

木木 主主森間の
おの

のの 伐伐林伐と次

備係り図 伐伐 はと整に

、し

供 の

の
施

定定
指指

２３

。

定、る 理

指はす

て」
道そ

、
し

れ由略）

さ省

保地面

の用図

衆路の

公

て」供安 の

す北

健とを

所

定、るの 理

指はす林

、
し

れ由略）在

さ省。
図郡

衆路の珠

公道そ有

健とを瞥

保地面壮

の用
す北町

８安 ら 号

び次の の 及、日林 条 課

うに 戸よ在 定 置の所 規

益 通 場保浜 る 役によ 町
えの浜 が 備林郡 知 に安

採

た い定村 っ 置指益 あ

及 のの

択て計ると」 採

林るび 方限

伐伐画森す

法よを定は度。

に採で

。るる次の

るすめ、次

おり

と準とお

こ標のと

き齢とは

で期り」

が伐

目
業

立上る省

る以す、

防
にの
筆害
４干

的件
要

水
た道

る海

次
て

い備
つ

び
及

課
山
治

部
務
林
産

め

る海

瞥
壮

林。

産林

め水有

た道国

課示

山に

治図

部の

務次

てを

益に

浜分

び部

及す

にす林

覧除有

縦解国 。

る定北の

す予次

供る。
知示

）あ道に

。で海図
に

森堀分

、部

旨事す

る

の、

はもし

木の。略

林

立る図

該すの

当とそ

、

係

在関

所び

の及

木。面

に
図

の

町を

市類

る書

す

限
に

分
部

す
示

五る

二

、
）
。

役る

村限

え
備
に

場
役

町

る

法限

え
備

に）

場。

也

和）

昭達。

走
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に海

村北

年 町支

市
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平
成
十
三
年
五

北 海

区
イ

道 公 報

１

住代位

しし埋

アイウア

功立 功名表 んん
ゅゅ氏

を 可可又者 認認

第

埋 北

公立 海

有て平 道

水に成

置

告 解い

面関 示 て

埋す年 第

の覧立る５

除次縦
図に法工月
事８ の号 」供
はす大の日

号

３

林的

除所安目

解場保た

林指

安て

保し

定と

予

月
八 ののののののの

日

点点点

地地地地地地地

点点点点

火

地地地

ののののののの

地地地地

曜

かかか

点点点点点点点

かかかか

日

方方方

ららららららら

方方方方

点点

地地地地

のののの

域点点

港港ののの

水次の漁漁

点原原地地地

面の地

かかか

のと点点点点点

か 地

方方方

点の北らららら

年
受 の区 はの

か地緯方

称所名域置

た 月

名氏 け

幌海呂

平北札北常

日者
道市道郡

成海
区間

５央事呂

年中知佐

、る正し 理

８北堀町

月

ゅ 省。

律を

し法功

由略）年ん
可

道そ第認

、
路の

第。

地面）た

用図号し

とを
す北

所さ

の定

た道第

る海条

壮は

郡又

珠所

有名

在れ
の

町跡

瞥旧

角

向向向向向向向

国風

角角角角角角
度 度 度度度度度
分 分 分分分分分
秒 秒
ののの のの 秒秒秒秒秒
向 方方方方方 方方 のの
向向向向向 向

向向向向 ら点
を度角角角角

の結

度度度度 地ん分

点だ
でに，分分分分 ま線秒

順っ経秒秒秒秒 をよ東
のののの

方方方方 次て
結ま度向向向向 に囲
んれ分

西達里

条若

日３字

だた

６也

知先

道地

海目１

北丁番
ら

事か

堀

林の

産項

め水１

地
１
番

課り

山よ

治に

部定

務規

町お

瞥と

壮の

び次

及、

次存

。保

林の

有致

役り る
限
に
分
部
す
示
に
図
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点 知佐のと点
原 道郡

か 事呂地

法名を 可 日立村可又 認
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点点 点点点
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事お
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又
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ん囲秒
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免公３
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日ザ
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理
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平熊幹
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特と８の及 号

完
措り称工
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日立村
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昭佐
号第
条 番

年町

町
石
で熊
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番 ２ か先字４ 地 先地、
１ 字ら先山地 地 らか鳥
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栄
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連連

にに

基
格
資

堀業

７
すす

絡
に在

成約名所

平契

時
９

海る
北す
年関称地

３４５６
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－
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４５６７
契

意意約 号 随月契随随地

契の契契に ） 方 意額約
相約約関 第 公
共 約

す 手に条 団 に

方よる 第 体 係

をっ事 １ の る
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澤照吉

二博光郎雄一彦

原藤本田井野

伊菅加山

藤

嗣幸一

二三

修利他真靖

幸金兼
二勇一男

雄雄夫雄男松

郁博秋春

岡川本三一小工

夫子

宅条野藤
昭義

通雅春弘和

田田上

秀た一松
美寛人雄芳実

雄子渡実子義栄

み

勇敏
吉

山田橋須

寺巴岩松丸原

よ智

寛や英美ツ

永淵橋

留恵
亨治い幸孝雄ナ実

孝男博紹郎五
太

一好秀

兵

野
小斎岩品土林金

光

秀世春源哲

寺藤原田門

勘日

光之男一男治弘

知

名舘沢

芦岩岡

豊一男
出

同同同同同同

夫武薫

富

ず

酒佐佐さ鹿静下す

同

町たき

井々々と戸内川

静蔵をか実

芳木木う作

哉こ男後創し後

秀節ひ

会

賀後よ後援造後援

平

同胆同
地援し援会す援

川小
所
支
振

同同同同同
野田合林

池井大大小鎌

金泰寺盛清勇

田上沢場

夫つ信博博行静雄

照せ

後援

後子後後美後内後

援会援会

援後援援後援

同同同同同同

会援会会

内永の三宮毛森森

同同

昭文

藤井づ村腰利田田

信則吾男

啓武て昭義知

一後後後後後

吾彦幸雄

援援後援援援援援

後後

同同

会会援会会会会会

鈴政青高田

同同同同同

ば林木治年橋村

しし杉

き

たたと大結自辰お

ば

党追ふ

洋洋し治社由夫

援新苫分み

後とみ後刷

む援会会小町後

援歩後

木国篠

所
支
走
網同同

会
後

樹夫明

直一孝

村本原

る会

会会会

援援援

後後

会
援会

後援会

区会後会

屋々

寺小佐佐春岡下堀 阿阿高宝竹原栗

会会会

内小高阿宮毛菊古

会

久

部会
支援会

会会牧後援

吉篠工柴寺鈴内小真田

秀

越畑木藤木田川田

木

一志作

哲和彦静繁義孝

佐神向下千

夫久好男一

舘木藤島川田

々

西外佐

憙

サ

吉孝マ静長恵晴

條

力中田
幸一子男作真子

三信三進哲和

保部部橋

雄信紀郎一男雄

都

静行

中

浅岩新笹山鎌川田

生

一幸久

野間田谷本田合

春博子男
智美

義愛廣富

橋野腰利地田
一勝子喜

則勲茂

啓利正義知

藤林

毛宮小佐佐

吾諸一稔信

井智利腰田藤橋

内永越

知恵

元和正美由千政

藤

鍋村
子雄紀進子三子司

大啓高興

藤田島木藤松

洋郎治吾浩一文

太

基晃

部

片片杉鈴内山堀阿

樹

元健喜修

倉倉林木藤本

ミ子吾衛一
代

総総光キ

盛

直武幸

村田原
基基男

十
木五小

樹市

六村嵐林

〇

同同同同同

子啓男

節年

同同同同同同同同同同 同同同同同同
所

支
高

日 同同同同同同同同同同 同同同



村友森

か亀菊菊北恵小

実一定直研た

み田地池

む

平 ら後将男人究だ

成 早援後後帯会な

十 雄会援援広が

三 後会会十を

年 援勝育

五 会連て

北 海

く藤

内浦遠大岡帯か加

後市良晴

海田藤久靖広

重保

後

後夫夫優援政明敏

弘

究援援

援後後後会研後

会会会会会会

会援援援

道 公 報

嶋田

村我足穴い岩上上

が裕誠与

下妻寄吹し間

政市き信一一

文勇町典

後後経後悦後後後

夫治

会会

援援会援子援援援

会
援

会会会後会

第

下平

所な日野武増松松

憲ゆ栄恭

安く本場中本

産後士う治司

一い共靖

援子党援後じ後後

後浩

会会

会後い会援後援援

ら
会く会

援た会援

号

猛良

に俊口政

た堤出所

敏援後援

き後昭後

ざ昭
会

援
後会

夫会援会

月 合る

八 後会

日

会
援

火

曜

々

野田相田長佐藤

日

村加神
村原馬原谷木田 林村中来前

松浦鈴小野 成堀笹猪鳥五石
本田木 山田井島飼本嵐王

十

上 原古横橋坂

会
援

後
美

武
原田田森野本戸

大菅原

恵幸

田瀬戸

島高瀬所
森

利敏子男
美

英初竹竹川

鹿佐奥伊牧佐小

雄一夫

う

内藤泉藤野木森

野々

実博清敏治子
た

国幸健

光正庸良

要
須

雄夫雄要夫晁明登

成

藤沢谷

内鈴原竹蓑斉湯

栄英秀雅昭

海木田腰島

男治治雄男孝之二

英英

信亨

太

高正五一幸光幸

仲三富吉

良志郎郎郎義

川鉢浦田村

々
村佐鈴助

正一順正光隆武

下木木

秀信
明与繁一三也博一

子克克實行紀行

幸順和

久

石廣名森浦扇松寅

男

弘正ヒ正

丸田井川下尾

功臣聡博子一

喜デ

勝美

勝樹吉良

政良喜政
久子

良順

藤浜嵐
十

工長五所

同同同同同

仁行雄子

徳

田

馬平ふ富前正村

同同

田弘忠正

場野じ士田木

後雄冨雄樹夫治

覚民た

援援援

援後士三後後後

会後援会会会

会援雄後

根は

同同同同同同同同

浦し元か

十中中中西に

義信妙お幸ま

勝川川橋

衛雄雄之子一子だ

防義

援男

を上忠後後則後幸

会援会後

支士類援援後

十同同同同同
え幌村会

ち津寺十十

所
支
勝

同同
野田ば島町勝勝

宝武多

行

恒和巌正勇隆清の

田

後政政

夫男後博後男流

援会援治を

後後援後援

同
会会会会の考

援援会

た高高

同同同同同同同

年井か橋橋

柴清住青田

誠よ自秀さつ幸

田水み
一い由吉芳の雄

政

後援

後道士党後宏る後

会援援会

援政幌帯援後

支
高
日同同同

会懇町広

勝

田本さ藤

坂坂さ佐

所
後美後

後寧恵美

寛徳き

援会

会後会

会援子援

援

援

士

上渡遠富前松山

会

援会

会後援会

る町後会 え
八橘草宮米藤太岩

会

渡丹斉菊小高山
会
る
会

く
会つ部

話を支会会

玉 武中猪長田岩清菅

会
る

田井陰

々

太野佐高
会
援

光秀雄弘仲清

野辺藤田

正山

俊雄雄三樹一美

秀

士

稲加藤富斉

六 上藤田田藤木崎

一

均子彦夫市

治節彰富虎

木内野崎山谷田野
茂夫

子勝
ク

誠孝奉正有正フ

有家酒袴

司三常盛年市

島根岡内井田

藪米三関

義昌武堅千裕ヨ幸

谷倉
雄雄茂守子典ミ男

恵シ

義良

置部羽藤池林橋川

信寛一

二太

豊恒幹勇和
名斉平梶山

一郎夫郎男

木木和野山川

々
山佐黒

恵

忠清欽勝清重憲美

崎
一也美春信章子

郁武

田川飼内井佐水原

夫吉納夫志

太

定幸幹秀

斉仲上田朝曽浜

雄勲郎

優

野藤鉢村井井根下

柴

清男一

恵

浩幸正哲美幸

健

田村木田
志男三志子

藤

吉阿荒佐

巌博治薫

辰

同

実志見紀

板清友

川部

同同同同同同同同同同 同同同同同同同同同同 同同同同同同同同同同 同同同同



北

他 管海 分事の 金年そ 資

団 届政 治 体政 団道 の 理

体 出務

北 海

工栗黒１

藤谷沼．政

と俊子入総

孝川絹収

治

の後援び

友雄後及

団

会出

会援会支括

体 の

道 公 報

路藤

運大小折加金釧工

友正中孝

上野沢出藤子

と敏勝男照後

欽弘ひ光

後援し後後後会援

也後

会会会

援会後援援援会

会

会援

第

達谷

八安安山吉わ安岩

幸な由隆

木田田田川た

雄一一べ圃司

忠清正栄

後後後後後雅後を

宏之

会ま

援援援援援文援励

会会

援す

会会会会会後

号

な之ゅ

ら啓り

む森森

平か介う

成庸後た
十晁援ろ
三と会う
年市後
五民援

局済 の
職

経 公
・）治 者

）連 類
種

年
月
日

収総

あ表の

団
る

名 体

告
報

称

辺田沢
保

沢久小

収

井原

佐小石折内金中茂 土永川
藤泉澤出藤子 田田引田塚上

山播安島

本間
月の会

八会

日

火

曜高高古

日橋田後

入額

本収

年額
越

前繰
入

年額

支総

出額

利光入

美雄浩

支
・

福山狩

出

田下野の

文留総

人雄徹額

男夫美

太友光正正照辰

折内田福飛

守郎男敏司

本村出藤中田沢

秋寺河

隆

信尚一光正富勝義

田

元文武
一子雄敏司吉郎

雄実勝市夫人

裕正稲利

三伊川長吉桑磯勝

力之

幸

木藤田尾川原辺又

本

郎一雄悦

太

泰正幸健光

郡

道英直

久義

守三信茂 孝治雄
国輝

藤崎谷

斉川

繰
越
額

金
額

員
数

個特

同同同

員
党

年
翌

平・

成
成平

会

年費

海５
北年

収

同同同同同同同同
道月

び正 北

政支 海

出
の 佐根ま

道

に
報 治 藤室つ

選

関
告 資 文市む

挙

す
が 金 雄民ら

管

る
あ 規 東の康

理

報
っ 正 部幸弘

委

同同同同同釧同
後せ連

滝弟徳日ま村
所
支
路

同
科科沢子永本つ田

更更

豊と

泰泰義屈行則だひ

後塾後み

一一一町雄心

共湯政援援西

後と川創

同同
会に後研会会庶

援

ざ々藤

さ佐佐

所
支
勝
十

し

二夫よ

周良つ

い木ま

援援後

後後

定 人寄

分付

人の分
他体 の

法そ団
）

治分
体

政団

小あ
っ

管
挙日
選８

寄

会
員

委
理

入

第
示

告

北

告
た 法

）海 号

員の 援を合

書 会

に
で 昭 会築後

告

つ
、 和 く援

示 会会同
い 第

て
法 年

第 法
、 号律
海条 第北
の 道

に 佐杉杉治 ）定 政 号規

会会後

町援究路

基 経 第

斉山川

会
る
語会

を援

政

今
会

会会援
出更今塩雪 志高

せ

計ん
合

名
匿
党

政
）

計
入

収
業

事

選 の道

の

委 次理 を管 部挙 一

附

訂員 り委 お会 と員 の

内

す
正長

る

藤本本済
１、 文安の 第き 連 条づ

の治 雄起剛計 項政 外会

馬香河者 定体
任 規団 責

づ支

立林股佐 基収

にの
陽 治書

政告

文清藤 く報

科井沢下藤内口
男等太

二

広泰繁辰直雪信隆

口

池松川

樹一夫男四彦男

尾田内田口

亀亀岩瀬作

二

新新一幸ア雄

井井崎

田橋橋
市市寛彦久健サ

中田今

雄雄博

敏松

六村村橋

二

雄宏博

昭正

金
入

借

康
橋 。

訳

同同の旨
子 体要

団の

之

表

支ら 入公

室か 収の

根 同同同同同同同
所及訂

同同同同



、
に

平
成
十
三
年
五

北 海

北

の部か

他本部交

海 の
そ

政 治支の金

政・ら付 道

体そ収

団

道 公 報

１
．政

年 資 収

分事 金 入総

理

治管

及

団 び

体 団

支括届 出体出務 の

第

を

収
金

付
交

号

そ
支の

・ら
部か

本部

月
八
日

火

曜

日

件
人 済

の入 経他

）の 治

費

連

経光
熱
水

支常

費
備消
耗

・
者

あ表

公 の る

職 団

局 名の 体

総

告日
月

報年
） 称類

種

入

収

収

耗
消

水
熱

光 経

費
件

人

の
他

の
備 支常

費

品

費費
所

務
事

経
品費

計

出

組活
動

支

越 ・

前繰

入入額

織費

総

年額

の入

出本収

年額

品

出額

額

支総

費
活
動

出

計

費費
所

務
事

経
品

費 織
組

挙費
係

選関 政

機発
関行 機誌事
紙業 関の費

治宣事 誌 の

業 紙
の

党金

年額
越

翌繰

発
伝費

数 費
会

員

・

額

員
個特 収

費
係

関
機発
関行
誌事
紙業
の費 関

機
挙

選 政

伝費
業

宣事

発
の

紙 治
誌 の

政パ 行治ー
テ 資 そィ
金ー

費
他 の 活業 の

他そ事

の
調研

計

費

小 業

内事の

法そ団 寄）

分付
寄 人定

体

政団

入

人の分
他体 の

治分
っ

小あ

治ー
政パ
テ
ィ 資
金ー

の
そ事
業 他
の費

小
計

業

内事
の 活

他
の

そ
行

研 調
費

六
三

究

動
そ経

訳附金
付

寄交

査費

の
他
費の費

部交
本の

計支付

附名
匿
党

政

の）

計ん
せ

交
費

究

入
収

業
事

内

計
合

付
金

費
経

の
交
付

費の
他

の
そ

訳附
寄

査 動

部
本
計支

無
」

へ）
部金

訳金
入

借

等況

産状

資の

金
）

無
」

へ
部

等況

産状

資の



に
一。 治昭る

川め

政中改
援 体後

町

団頃
豊

北 海

を

町

団頃
豊

一 治昭
川

政中
援 体後

道 公 報

同同同同同同同

第

北 政事

同同 政 団分道

治年海

務

済 名

経 の治 体

号

平寄
成附
十の

三内

年訳

五

の

会

道

人 名

事 称

委

異会員

計

会 責
計

異会

称
名

の

会

動責

仁宮

同同同同同同同

動

納辺木田

本

冨小三加渡

公栄英正浩正啓

田林木

局

人

者同同 付
寄区個

称連

股田 名
寄氏北猪高

の分
名 者房信

・
付川

月同

八一

日

の
ら

か
者

の

火

附
寄

曜

年
で

日

任

５
間

規

の 事

者

則

項名
氏

名
氏

の 事

者
任

異達
本

山

項

一成晴嗣晃男

異達
本

山

一

川幌川

同同旭札旭札旭

中白東

市市市市市

川幌

の称雄武寛

区区

央石区

金
額円

市市

所幌別幌

住札士札

万

地
在区区

所東東

・市

の も
他 る

えの
超そ を

円

新
実

体
団

治
）政 の

管
平 理
成 職 動十 員
三 等
年 の

成
平

新
美

動

届

を

月
５
年

北

政出

め

海

の

る

道

告
治 。

選

示
資
挙金
管規
平 理

成 同同正
委

北 政事

の政 団 附分道

治 寄年海

務 同同内治 体

五 範
月 囲
八 を
日 定
め 渡

る
規 辺

則
の

内一
部
を
改

日
８

内

辺
渡

法

海
北

員

年 会

北
昭
告

海
和
示

道 第

選
年
法
挙 同同号

理
第管

律

猪三委

の

告 第

股木会 ）

本員 号

済 名

訳経

局

者付

の寄区個

一
同称連

寄氏北

の
らの分人

か者 同同

年・

で付川 名 附
寄

木岩

鈴白

正
す 旧る
規
則
を
こ
こ
に 容

公
布
す 平

る 成

。

容

会
員

委
理
管

挙旧 選
道

長
員

委

成
平

の
第 条

英示 ７

武成

の に
） 定

号 規
一 よ
部 る
を 政

別川と 体

士旭の 団
次 治

名 間者房

り 届

市市お の

超そ を金

円
万の称雄

５
の え
他 る
の も額円

・市

所幌 給
）住札 政 の

肇夫
達

所東

団

六
四

東
市町

幌海

札別

所

分支 出 月勝

３届十

年

」

）先

支 出 康月勝

３届十

橋年

正 事
訂 出

」

之）先所

分

区 体

動
。 異

」る の
す 項

区

改
に

」

地
在



係１ 北

警る 海

平平実 道

成成実

備
公施 業

平 施 安法

成 年年期 委期十 ６５日 員昭

三 月月日、 会和

年 に８、場 告

五 お日所 示

北 海

ー り 「
こ 」 、 総
の に 同 括
規 附 改 項 主
則 め 社 幹
は 則 、 会 、
、 同 教 」
公 表 育 及
布 備 総 び

道 公 報

長 項 長 所 の 同 務「
」 次 道 」 事 項 所長
に 民 に 項 環 の長
改 の 改 中 境 事副
め 森 め 科 項管 支 「
、 建 、 総 学 中理 所
同 設 同 看 研課 長 「
表 事 項 護 究 副」長
教 務 高 婦 セ 所」 を

第

幹 席 画 幹 正「
」 推 主 別 第 す 管林 （
を 進 人 査 表 一 る 理業

室 事 」 知 条 。 職専「
指 」 委 に 事 中 員門
導 に 員 、 部 等技 「
検 、 会 局 第 の術 「
査 が 主 の 二 範員 「
室 首 指 幹 項 十 囲

号

北
海
道

管 人
理 事
職 委
員 員
等 会
の 規

場 年

月 け、 第法

八 る定 所 律

日 講員 号

習等等

第
を

第
の ）次 号

火 と
お
条曜

３
実 の
り

日

す海 第
施北

の 考 合 「
日 第 セ道 （
か 四 ン 課
ら 号 タ に公 施 中 ー 置
行 の か安 「
す 及 事 れ
る び 項 る委 。 」 中 も

の の「員 下 社 を
に 会 除会 教 く「

育 所 等 長 ン 長を 「
庁 の 技 」 タ支「
の 事 術 を ー 行次 所
項 項 専 の 政長 長 「
本 中 門 総 事 室」 」
庁 学 看 項 長に に「
の 道 院 護 中 」改 改
事 民 の 婦 をめ め 「
項 の 事 長 総、 、 「
中 森 項 務 副同 同建 中 副 部 所項 項「
文 設 総 長 長札 「 工書 事 学 看 」 」幌 業

の 席 定 本 一 を参
人 専 す 構 庁 条 定事
事 門 る 造 の の め監
担 技 も 改 事 四 る」
当 術 の 革 項 第 規を
の 員 に 推 中 三 則「
主 」 限 進 項首 「 （
幹 を る 室 主 」 北席

。 の 査 を 海林 「
入 首 ） 主 道業 「
札 席 」 幹 知 第 人専管 専 を 」 事 二 事門理 門 を 室 十 委「技

範 則
囲 一
を 四
定
め 四
る 〇
規
則
の
一
部
を
改 北

委 規

安 に
。公 項
る道 ２

長 備

員 警

委 る

会 す

員 定
育

田 教
導

潮 指
員

入 育 。
告 札 総 ）

指 合 」
示 導 セ を

監 ン 削
察 タ り
監 ー 、
又 」 同
は を 項
」 東「
を 生 京
加 涯 事
え 学 務
る 習 所

法 務 院 護 を に医 試人 所 長 婦 、「科 験係 」 」 長 企 「
大 場長 を を 」 画 参
学 の」 に 総 事「 「
の 事の 道 学 改 務 」
事 項下 民 院 め 部 を
項 中に の 長 、 長 「
中 森 同 」 参「「

場及 活 副 項 に 事「
課 長び 動 学 保 改

」長調 促 院 健 め 課
を整 進 長 所 、 長

参係 セ 」 の 同 補「

室 技 除 の 一 員「術の 術 く 主 主 条 会員人 員 。 幹 査 の 規」事 ） 」 五 則（
に担 首 」 に 課 第 一
、当 席 に 、 に 三 四

の 水 、 置 項「 「
指主 産 除 か 」 一「
導幹 業 女 く れ に ）
検」 専 性 。 る 改 の
査に 門 室 ） も め 一
室改 技 」 の る 部
のめ 術 を 計 を 。 を
人、 員 画 除 次「

正 海
す 道
る 人
規 事
則 委

員
会
委
員
長

杉

本

者
任

責
に

北

地

８

道
海

方 講

警

習

自
察治
本 業法
部施
告

。 推 の
進 事
セ 項
ン を
タ 削

５６７

講 び講
講 及受

書受受携

資みの手 講込
付 受申

受

事 場長 ン に 事 項 佐
」 長」 タ 改 項 道 」
をを ー め 中 立 に

副加 」 、 病 改「 「
え 課 に 同 場 支 院 め
、 、 、

４
講

講則に受

本アイウ受

定格希

習最警」検合講

員い規し望 申 は近備と

次年等う則た者

、５

事同 」 男 推 く の
担項 に 女 進 。 よ
当東 、 平 室 ） う
の京 等 の 」 に「

事 主 首 参 主 を 改

２３

修習

定受習 講

エオ講講

習 申了

講

堅

治

の
習施

習
講講実

アイウ

務行
示令
第 の

昭
号 道 委和

年 託警

令
政

察

講西

第 本条

号 習２本

格人日行

第 、目

） は丁

受び料

当が及

該員時数

員
証定所等品

件講場

要
書

明

受ま受相筆案 各

用書

講 ２人講で当記内

間の具を

申 通）受の額

超は、北、携

請 をを付

の間の。第後は 込

を 作

継住 み いに検）１、、

に１第続所

ず警定第条

か業関条２し地
要 れ備

１は

に務す第項て領又

規項規年勤

該にる２に

先

す事則に定以務

当従
るし規す上

２備の

者た昭定る警等

る級業所

に期和す

対間

付の対 時 受

査 み

考の 込

午講習

員間間施象

期実

平間 道

８の了

東人成前習修

経

終明

済年時最証

セ５

別間所

期
種場

施
の実の

市

備成路

警平間釧

員
導６町

指年大

部 社８
団番
法地条 告

北に１

人）第

示

定

警し規

道託の

海委項

備て

六 業実に

五

る、

会すり

協施よ

成え、講海印行
札。パ

る

る のた当習道章す

す
と 上場該の収
肉と

き 、合講実入朱こ

当は習施証
で使

受 該、初場紙を。

選ので納用

講 警抽日所

る

付 署に午行付す

受 察

８。るも の によ前うす
に ） 出受時この 際 提り

と に す講

年１の務在
る者分。限

を

て通国級検に地

しが

検に事管

行算家の定従

。て安定合し轄

うし公
合しいる

３委に格てす

も察

以会格たる警

年員
で則た備の署

上規し警

え

る５で備

あ第者員に

月分日書

。っる

者号あ

かにを

ン
タ
ビ午習付

ー日ら講交
。

）６了る

ル月後修す
実

同でを

らま査

か時考
す施

月と
。、

日るし

丁

教月１

金合

育
任１

責日目

ら
習か号

講）１

者月番

月
同

日

・

区グ

北ン

市キ

幌ー

金

。 ３ こをかる 、

７チ

北

。定午） 万 と決ら
す前、

る９講

下、習

以て講

。時円習

当受

格

規定込

定検申

検該講

講

５し

の対

でに

ま者

）

日
５

の
で
ま
）

日



２３ 第

条の ９

条例条と 条

第る

開開意例第例す

条示示見第

。 条 例請請書
第よ第

第求求の条に条

年に提
項開項

条月係出２り２

第日る先

北 海

２を 第

の事第加 ８

え第 と条案 条 事

を。者

案す例移条る三

通第に

移条る第送

送例。

対 通第条知
の書条す 知

第よし意

書条２にとる

）の

道 公 報

と平の８

の北）第

次告
部を

道 お成北程一条

海

海情 り
５情次の

報 定年道を次
よう

開 る月報のよ

公 め
日開うに

条 。８公

第

者情

託道

受所海
北

１２

例
条

称地開

名公

の報 在

号

発次成

トを平

ッ務
ケ事

平給の
成設者年
十備に５
三の委月
年平託８
五

書

１公及に示の

成し日

書提定す面

項文び規を
る旨、

規に出するは

に

記

す録限実及別

定記期

９

実れ機そ第

るさ施び
様

機いが理号

施て関の
の

が当めと式

関る定由

書

２５る、見
定該るす

提

第項も第

２にの

のいすをの

項おと条出
会

書てる第機

面準。
し与

、すと付

は用条の

第条第の

記同、等

別る

め

の 条に改

例

８第９手

施す。

行 の正る

施 例改

する 関す に。 関 行る
に

海区 萌萌海 留留萌 る留

幌施

財札の

業 区区漁 海

団公留
法市行 萌 人中に

海

海区す

北央関

区 道北る

漁

通条萌

交２留

業 安西海
調

協丁漁

全７区
整 会目業

月た

八年。

日

か
日

１
月

４

火

平
ら

曜成

日

項。文

め第事る公

３
年

項に、の

事者は書

る三

各に

、す項示

は関前開

と報にる

の情号係

次る

る照

り内め見

おの定意

条続
るの書

すも会

と容

式の第

様項を）

号２

そ書

、

の、し

１はと

の面条

８条

移第８

案記第

事別

書式に

知様次

通号の

送

整委 調調整 業業調 漁漁
会会規

員員会

委委員

整
長程
会規程

今一成

の平

部
改５

野を年

委

北整
調

員 海委

告会

部の

本程

察規

警会

道員

月

す

田正
改

山を
部

長一

手
る
け
お
に
間
の
で

ま
日

も

かる

ほよ

。のに

料
数

次

文送 は
公移

又
１２

、 の条

る２１

よのの

にそ

第

も

敏正月

年第
２
の
条

す
規公

一る日

記そ

別

別
第の の記
８１ 条開第
号 例示８
様 第通号
式 知様

る
条書式

を

廣程
規

第第

の る

各る 条 。第 条

条に例文

査三号条公

審
に例か例掲第書

会条者

の 諮第ら第げ
る条開 の

も第

４
の
収
徴
の

問

条の
る次

第すの

例と条

容し

書を 内 第次

条。に

月の
項
１

称由
理 名

た の

請、
示り

開よ
日に
定
規

っお

留あと
のの

様求次

萌

関

第の条

３次８

のを第

２よ

事

決改

のに）

号う係

案

し。

をる

定め

移

と
た

送 き

分３通

し条異条区の示

２申３に第知

たの議の
じ号

のの立の応１書

旨
知知を定、の

通通て規
下お該定

）は却に当決

るて号し

別すい各を

、

合用定と

第場準にた

記

条

項２

３の

号等すめき

。

よる

にえ

程加

規を

の

事

海たり

別
、

は
面
書
る

に移

業書を

漁文案

区公

員てた

委いし

整つ送

調

年長海、

会北で

会、の

別

月報し
情知
道通

第

通

第
記

知

様
号

書

のるる

て
立

申
議

異
の
式

知例知記

式通条通別

様
審）第書第

の

に 査

も式

諮第る様

会条よ号

知のと第

通項のの

問３
。の

に定る者

書規す三

第
記

りよ異

よに

示
開

の
式
様
号

六決

六

。 印

開す
公ま

る
係
に

定

書
文
公

る
係

に

例

号日条

て

も面立

う書申

行る議

知
通

す次係

と、に

のは

る
よ

に
書



又
１２

平 公移成 は十 文送

三

書を 内

年 し五 容

北 海

し
第送

通

年第、
２で

のの
条た

項知
５

道 公 報

２
の

そ

は
ま点

りな
な明

に不
と

。、
す

第

移及け備本 関お

５６注

当示 を当担開 送びる件
求 け実部請 受該

号

事 送送当

移移担
の

３４

の

た局

をし務
を

月 た

八 理 名

日 称由

火

曜

日

日て。
いす

おま

月にし
同

様求る
請す

示用
開準

海た１

萌っ第

留あ条
の

当
担

区公項

事

等
課

部

案

問
お

に

移

合
い

送

く
せ

わ

通

施関つ 実機等に た施課

移 施、 実は
て 機に考い

実
た

け 話受 電を 関送 機

話
電

日関
機 た施

実等 し

に

調に定

業書規

漁文の
、、

員てり

委いよ

整つ
道と

年長海の

会北次

会

だ

開案
公事

月報り
情お

い
さ

知 。

書

関
機

施

格
規
業
工
本
日第

て
い

お 部に
す
を
等
定
決 ）示 線開 内

月
年

本公開１ 報の

日）
線
内

関開条決公 に件開示又

る請第に

文 す示例定

は

情
道
海
北

例移

日条を 印 号

報

）
４

記
別

別

第 記

９ す第

号 る不８

様 こ明号

式

こ ）る 課

に点式

とな様

会等備本 の議課

５６注

事を長開 当送議件 担移

書内

を 送送

移移

３４

示

係 情求
が係第意

の 報に条る容
称 録公項書

記る２見名

定よ

れ書規に

さ文の」

文のよ、

公次にり

たを

公
つにご

に由、

書理り

留

様

、
き
づ

基
に
例
条
開

萌

に条

り、次９

なはの第

す当次関

ま担

公

等５）

。課の係

文

に様書 お式

の 問を

開

合え

い加

示

わるに せ。係

たけ求 局けお請 務受に
当考い 海担つ 北るに 等
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